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特別活動の大切さ！学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事 

小学校における「特別活動」は、教科書の勉強だけでは身に付けられない「生きる力」や「社会性」を育むための要（かな

め）となる重要な時間です。「係活動と当番活動の違い」や「委員長・副委員長を置かない意味」について、それぞれの目的や教

育的意図を整理して解説します。 

１ 特別活動の大切さとは？ 

特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事など）の最大の目的は、「なすことによって学ぶ（実践を通して身に付ける）」こ

とです。自主性と協働性の育成:自分たちで課題を見つけ、話し合い、協力して解決する経験を積みます。 

人間関係の形成:意見のぶつかり合いや合意形成を通して、他者を思いやる心やコミュニケーション能力を育みます。 

自己有用感の向上:「みんなのために役に立った」「自分のアイデアが形になった」という経験が、自己肯定感に繋がります。2

２「係活動」と「当番活動」の決定的な違い 

どちらも学級のために行う活動ですが、その目的と性質は 180度異なります。 

当番活動（仕事・義務）係活動目的学級生活を維持するための「定型的な仕事」：日直、給食、掃除など 

係活動（創意工夫・自治）学級生活を楽しく豊かにするための「創造的な活動」：生き物係、クイズ係、イベント係など 

例えるなら当番活動は、社会でいう「インフラ維持」。係活動は、社会でいう「サークル活動や起業・イベント企画」。 

３「委員長・副委員長を置かない」ことの意味 

高学年の委員会活動やクラスの係活動において、あえて「委員長」や「副委員長」といった固定の役職（リーダー）を置きま

せん。これには以下のような深い教育的意味があります。 

①「全員が当事者」という意識を持たせるため：特定のリーダーが決まると、他のメンバーが「指示待ち」のフォロワーにな

ってしまいがちです。役職をなくすことで、「全員がリーダーであり、全員が責任者である」という当事者意識（が芽生えます。 

②固定的な上下関係（ヒエラルキー）を作らないため：「指示する人」と「指示される人」という関係が固定化すると、意見の

多様性が失われたり、特定の児童に負担や権力が集中したりします。フラットな関係にすることで、誰もが対等に意見を言える

安心安全な場（心理的安全性）が生まれます。 

③状況に応じた「流動的なリーダーシップ」を学ぶため：固定の長を置かない代わりに、役割をローテーションしたり、その

場の一番得意な人がリーダーシップを発揮したりします。これにより、全員にリーダーとしての経験と、フォロワーとしての経

験の両方を積ませることができます。 

④「一部の優秀な子だけの活動」にさせないため：前に出るのが得意な子だけでなく、控えめな子も自分の得意分野でスポッ

トライトを浴びるチャンスが生まれます。特別活動は、失敗も含めて「子どもたちが自分たちで運営するプロセス」そのものに

価値があります。大人がお膳立てしすぎず、子どもたちの自主性を信じて見守る姿勢が、これらの活動の価値を最大限に高める

ことにつながります。 
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